



























ハイマーの指導の下で研究が進み、 1945年7月 16 日、メキシコで史上初めての原始爆弾の
実験が成功した。原子爆弾を完成させるのに、 10万人の人手、 2年半の歳月と、 25億ドル









爆投下への道J 、 p. 35) 
1945年4月 12 日のルーズベルトの死後、 トルーマンは米大統領になり、 4月 25 日スチムソ
ン陸軍長官から原爆の開発や使用計画について知らされた。 そして、 5月 4日には、 ト
ルーマンは原爆の実戦使用、戦後の開発や管理などをめぐる問題を研究するために暫定委
員会（とその科学顧問団）がスチムソンによって任命されることを承認した。
暫定委員会は、 1945年5月 31 日と6月 1 日の会議で、原爆の実戦使用を決めた。原爆はでき
るだけ早く、事前の警告なしに日本に対して使用するべきであると結論した。（『原爆投
下への道J 、 p. 139) 






の道』、 p. 251) 
爆心地から一キロ以内の建物は全壊し、 1-2キロ離れた建物の多くが破壊され、 2-3キ




Silent BombJ 、 p. 39) 
また、 1965年の調査によると、日本にいる被爆者27万人のうち、結婚に対しての差別を
訴えたものは6千人、就職に対しての差別を訴えたものは7千人となっている。（『The
Social Effects of the Atomic Bombing.］、 p. 3) 
このように多大な被害をもたらした原爆が正当化できるかどうかは、次章で扱う。
主主時の政治家による原爆投下の説明




































（『原爆投下への道J 、 p. 6) 
1945年6月 18 日に、日本上陸作戦についての会談がホワイト・ハウスで行われた。 この







戦のアメリカの死亡者の予測は2万人から4万6千人であった。（ rHiroshima: Was It
Necessary J ）また、 『太平洋戦争終戦の研究』の中で、リーヒ将軍は25万人と予測し、





































たでなくても、 1945年12 月 31 日の前には必ず、 1945年11 月 1 日の前にはおそらく、
日本は降伏した。
（筆者訳、 rwar Crime or War Winner j ) 
これは戦後に書かれたものなのだが、空軍などの将軍は原爆を使わなくても日本が9月か
10月に滅亡すると夏の間一貫して予測していたという。（ r Atomic Diplomacyj 、 11 ）ス
チムソン陸軍長官は1945年7月にヨーロッパでの最高司令長官であったアイゼンハワーを
訪問した時、アイゼンハワーは、日本はすでに負けたも同然であり、原爆投下はまったく































































































ない」と発表した。（筆者訳、 rHiroshima: Was ItNecessaryJ ) 
こういう忠告を念頭に置いて、アメリカの統合参謀本部は無条件降伏の要求を変えるよう

















に書いた。（ r原爆投下道J 、 p. 241) 
ポツダム宣言の原案には、連合国占領軍が日本から撤退した後、日本には「現在の天統の
下における立憲君主制J が許されると書いてあった。（ r原爆投下への道J 、 p. 239）しか
し、この具体的な言友をポツダム宣言から削ってしまったので、 「ポ宣言は、原爆投下前
に、日本に降伏決意をさせる強力な誘引とならなかったJ という。（『原爆投下への
道j 、 p. 238) 
ポツダム宣言から天皇に対する言友がなぜ背IJ られてしまったのだろうか。トルーマンは原
則として、天皇制を廃止しないことに疑問はなかった。（ rAtomic DiplomacyJ 、 p. 29) 
それどころか、天皇はなくてはならないものと考えていた。スチムソンは次のようにグロ
ヴスに天皇は、 「日本の象徴以上のもので、日本再建になくてはならぬ人であるJ と説明
している。（『太平洋戦争終戦の研究j 、 p. 202）このことから、原爆を投下する前、日本
政府もアメリカ政府もこの降伏条件に賛成であったことが分かる。（『Atomic
DiplomacyJ 、 p. 30) 
だが、ポツダム宣言で天皇に触れないことは、世論によって決めたものである。アメリカ
の指導者が恐れていたのは、 「天皇制を認めた場合のアメリカ国民の示すであろう激しい
反発であった。 J （『原爆投下への道j 、 p. 258）ワシントン・ポスト紙で‘行った調査に
よって、 「早期終戦のため天皇制の存続を認めることに反対の人が、四人のうちほぽ三人






（『太平洋戦争終戦の研究』、 pp. 230-231) 
実際、原爆投下後も、このことが問題になった。日本政府は8月 10日、天皇制を廃止しな
いという条件で降伏する意志を伝えた。（『原爆投下への道J 、 p. 257）アメリカはこの答
えについて迷ったようであるが、結局、天皇制の維持を許す意志を伝えた。（『原爆投下




































した後、 2、 3か月以内にソ連が対日参戦することを約束したものであった。 J （『原爆投














悟を失う恐れがあったからである。（ rHiroshima Peace Readed 、 p. 28）だから、軍隊
は恐ろしい被害を軽く見、戦争に必要な軍の施設は被害を受けなかったと報告した。
( rwar Crime Or War Winner j ）広島に原爆が投下された後も、県知事は戦いを続けるこ
とを命令した。（『Coming To Terms With Hiroshimaj 、 p. 48）これらのことは、原爆に
よって日本人が敗北を認め、降伏したという印象を与えない。
荒井信ーは日本の天皇陛下などが原爆を降伏した理由として挙げるのは、 「陸軍の面子を










下への道J 、 p. 252）荒井信ーはこういう証拠の下で、 「ソ連参戦の衝撃を抜きにしては








































（『原爆投下への道J 、 p. 56) 
このように、原爆投下の焦点は早期終戦、人命節約の理由からずれ、 「対ソ外交の万能










けなかった、あるいは無視したとガール・アーポ口ピッツは考えた。（ r Atomic Diplomacyj 、 p. 52）これは、アメリカが他の手段で日本を隆伏させなかった理由である
と考えられる。
主よ盈
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